
年間授業計画　様式例

高等学校 令和８年度（１年次用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

化学と物質についての実験などを通して，化学の特徴について理解しているとともに，科学的に探究するために
必要な実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

科学技術の発展が、今日の人間生活に対してど
のように貢献してきたかについて主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態度を養う。

第Ⅱ章　生命の科学
第2節　微生物とその利用
【知識及び技能】
身のまわりには多様な微生物が存
在することを理解させる。
微生物の発見の科学的な経緯につ
いて理解させる。
生態系内の微生物の役割について
理解させる。
空気中の微生物などの身近なとこ
ろから微生物を観察できるように
する。
森林内や河川での微生物の分解作
用を実験で確かめることができる
ようにする。

【思考力、判断力、表現力等】
自然界のどのような場所にどのよ
うな微生物が生息しているか、ど
のような役割を果たしているかを
考察することができるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりに生息する微生物に関
心を抱き、自然界にみられるさま
ざまな微生物について理解しよう
とする態度を育む。
微生物の発見の研究史に関心をも
ち、意欲をもって理解しようとす

①身近な微生物
②微生物の発見
③生態系内の微生物（1）
④生態系内の微生物（2）
⑤微生物の利用

【知識及び技能】
身のまわりには多様な微生物が存在することを
理解している。
微生物の発見の科学的な経緯について理解して
いる。
生態系内の微生物の役割について理解してい
る。
空気中の微生物などの身近なところから微生物
を観察できる。
森林内や河川での微生物の分解作用を実験で確
かめることができる。（行動観察，提出課題，
定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
自然界のどのような場所にどのような微生物が
生息しているか、どのような役割を果たしてい
るかを考察することができる。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
身のまわりに生息する微生物に関心を抱き、自
然界にみられるさまざまな微生物について理解
しようとする。
微生物の発見の研究史に関心をもち、意欲を
もって理解しようとする。
（行動観察，提出課題）
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理科 科学と人間生活

理科 科学と人間生活 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

科学技術の発展が、今日の人間生活に対してど
のように貢献してきたかについての理解を深
め，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付ける。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

高等学校 改訂 科学と人間生活　第一学習社

理科

化学の特徴について，問題を見いだし見通しをもって実験などを行い，科学的に考察し表現しているなど，科学
的に探究している。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

科学と人間生活

【 知　識　及　び　技　能 】

（①：新倉） （②：佐藤）

つばさ総合

【思考力、判断力、表現力等】

定期考査 ○

1

1

配当
時数

序章 科学技術の発展
【知識及び技能】
ベルによる電話の発明、電磁波を
利用したマルコーニの無線通信の
開発、高柳健次郎によるテレビの
開発、IoTやAIについて理解させ
る。
交通手段の発達の過程やそれを実
現した科学者の業績、エネルギー
資源を有効活用する方法について
理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
電磁波の発見から、その現象を応
用した無線通信などの情報伝達技
術が開発された過程を科学的に思
考できるようにする。
蒸気機関や内燃機関などの科学技
術の進展から、人間生活が劇的に
変化した過程を論理的に判断でき
るようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
情報伝達技術や交通手段の発達に
関する事物・現象に主体的に関わ
り，それらに対する気付きからさ

1．情報伝達技術の発展
2．エネルギー資源の活用と交通
手段の発展

【知識及び技能】
ベルによる電話の発明、電磁波を利用したマル
コーニの無線通信の開発、高柳健次郎によるテ
レビの開発、IoTやAIについて理解している。
交通手段の発達の過程やそれを実現した科学者
の業績、エネルギー資源を有効活用する方法に
ついて理解している。（行動観察，提出課題，
定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
電磁波の発見から、その現象を応用した無線通
信などの情報伝達技術が開発された過程を科学
的に思考できる。
蒸気機関や内燃機関などの科学技術の進展か
ら、人間生活が劇的に変化した過程を論理的に
判断できる。（行動観察，提出課題，定期考
査）

【学びに向かう力、人間性等】
情報伝達技術や交通手段の発達に関する事物・
現象に主体的に関わり，それらに対する気付き
からさらに探究しようとする態度を身に付けて
いる。（行動観察，提出課題）

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

第Ⅱ章　生命の科学
第2節　微生物とその利用【知識及
び技能】
発酵の現象と、食品の製造への利
用について理解させる。
微生物が、抗生物質やワクチンの
製造に利用されることを過去の研
究者の業績を通して理解させる。
微生物の利用の広がりについて理
解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
発酵と腐敗の違いを判断でき、発
酵が人間生活に役立っていること
を説明できるようにする。
抗生物質やワクチンの製造に、微
生物が役立っていることを考察で
きる。
将来の人間生活に対する微生物の
利用の可能性について考察できる
ようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
発酵食品に興味を抱き、発酵の現
象や、発酵の応用について理解し
ようとする態度を育む。
日常生活への微生物の応用に興味
をもち、医薬品への利用や、これ
からの微生物の利用について思考
しようとする態度を育む。

⑥食品と微生物（1）
⑦食品と微生物（2）
⑧医薬品と微生物
⑨微生物の利用の広がり

【知識及び技能】
発酵の現象と、食品の製造への利用について理
解している。
微生物が、抗生物質やワクチンの製造に利用さ
れることを過去の研究者の業績を通して理解し
ている。
微生物の利用の広がりについて理解している。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
発酵と腐敗の違いを判断でき、発酵が人間生活
に役立っていることを説明できる。
抗生物質やワクチンの製造に、微生物が役立っ
ていることを考察できる。
将来の人間生活に対する微生物の利用の可能性
について考察できる。（行動観察，提出課題，
定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
発酵食品に興味を抱き、発酵の現象や、発酵の
応用について理解しようとする。
日常生活への微生物の応用に興味をもち、医薬
品への利用や、これからの微生物の利用につい
て思考しようとする。（行動観察，提出課題）
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【学びに向かう力、人間性等】
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期 第Ⅲ章　熱や光の科学

第2節　光の性質とその利用
【知識及び技能】
光の反射・屈折・分散・散乱・回
折・干渉・偏光について理解させ
る。
電磁波の種類と性質に関する知識
を習得させる。
情報通信や医療などへの電磁波の
利用に関する知識を習得させる。

【思考力、判断力、表現力等】
光の反射・屈折・分散・散乱の現
象や光の回折や偏光について、科
学的に思考できるようにする。
赤外線と紫外線の違いについて説
明でき、電磁波の有効性と危険性
について考察できるようにする。
（行動観察，提出課題，定期考
査）

【学びに向かう力、人間性等】
日常生活に利用される電磁波につ
いて意欲的に学習し、情報通信、
医療などへの電磁波の利用につい
て理解しようとする態度を育む。

①光の発生と速さ
②光の反射・屈折
③光の分散
④光の散乱
⑤光の回折・干渉・偏光
⑥電磁波の種類とその利用（1）
⑦電磁波の種類とその利用（2）

【知識及び技能】
光の反射・屈折・分散・散乱・回折・干渉・偏
光について理解している。
電磁波の種類と性質に関する知識を習得してい
る。
情報通信や医療などへの電磁波の利用に関する
知識をもっている。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
光の反射・屈折・分散・散乱の現象や光の回折
や偏光について、科学的に思考できる。
赤外線と紫外線の違いについて説明でき、電磁
波の有効性と危険性について考察できる。（行
動観察，提出課題，定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
日常生活に利用される電磁波について意欲的に
学習し、情報通信、医療などへの電磁波の利用
について理解しようとする。（行動観察，提出
課題）

1

①日本列島のなりたち
②火山活動と地表の変化
③火山災害と防災
④地震活動と地表の変化
⑤地震災害と防災
⑥水のはたらきと地表の変化
（1）
⑦水のはたらきと地表の変化
（2）
⑧気象災害と防災

【知識及び技能】
日本列島と、その付近のプレートの動きや日本
の火山活動や、火山の噴火と火山の形について
理解している。
火山・地震・気象災害と防災について理解して
いる。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
日本列島のさまざまな景観は、大地が変動する
はたらきと、大気や河川、海水などのはたらき
によって形成されたものであることを考察でき
る。
災害がおこるしくみから、防災のためにどのよ
うな取り組みが必要かを考察できる。（行動観
察，提出課題，定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
火山災害や地震災害、気象災害に関心を抱き、
これらのおこるしくみや防災について理解しよ
うとする。（行動観察，提出課題）

○ ○ ○ 12
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第Ⅴ章　これからの科学と人間生
活
【知識及び技能】
自然と人間生活とのかかわりおよ
び科学技術と人間生活とのかかわ
りについての学習を踏まえ、課題
を設定し探究することで、これか
らの科学と人間生活とのかかわり
方について認識を深めさせる。

【思考力、判断力、表現力等】
自然と人間生活とのかかわりおよ
び科学技術と人間生活とのかかわ
りについての学習を踏まえ、課題
を設定し探究することで、これか
らの科学と人間生活とのかかわり
方について認識を深めるととも
に、科学的に考察し表現できるよ
うにする。

【学びに向かう力、人間性等】
これからの科学と人間生活とのか
かわり方について主体的に関わ
り，科学的に探究しようとする態

・洗剤の適切な使用量を調べる
・ビタミンCでうがい薬の色を消
してみる

【知識及び技能】
自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについての学習を踏ま
え、課題を設定し探究することで、これからの
科学と人間生活とのかかわり方について認識を
深めている。（行動観察，提出課題，定期考
査）

【思考力、判断力、表現力等】
自然と人間生活とのかかわりおよび科学技術と
人間生活とのかかわりについての学習を踏ま
え、課題を設定し探究することで、これからの
科学と人間生活とのかかわり方について認識を
深めるとともに、科学的に考察し表現できる。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
これからの科学と人間生活とのかかわり方につ
いて主体的に関わり，科学的に探究しようとす
る態度を身に付けている。（行動観察，提出課
題）

○ ○ ○

4

合計

70

○ ○定期考査

第Ⅰ章　物質の科学
第1節　材料とその利用
【知識及び技能】
プラスチックの構成粒子である原
子や、共有結合について理解させ
る。
金属の一般的な性質や金属結合に
ついて理解させる。
資源の再利用法について理解させ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックの性質の違いや化学
的な構造上の特徴から、用途に違
いがあることを考察することがで
きるようにする。
金属の性質の違いから、用途や利
用方法について判断できるように
する。
プラスチック、金属、ガラスの化
学的性質にもとづいて、再利用の
方法について表現できるようにす
る。

【学びに向かう力、人間性等】
プラスチック、金属、ガラスの再
利用について、意欲的にその方法
と必要性について理解しようとす

①プラスチックの特徴
②プラスチックの分類と用途
（1）
③プラスチックの分類と用途
（2）
④さまざまなプラスチック
⑤金属と人間生活
⑥金属とその製錬（1）
⑦金属とその製錬（2）
⑧金属のさびと合金
⑨資源の再利用（1）
⑩資源の再利用（2）

【知識及び技能】
プラスチックの構成粒子である原子や、共有結
合について理解している。
金属の一般的な性質や金属結合について理解し
ている。
資源の再利用法について理解している。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【思考力、判断力、表現力等】
プラスチックの性質の違いや化学的な構造上の
特徴から、用途に違いがあることを考察するこ
とができる。
金属の性質の違いから、用途や利用方法につい
て判断できる。
プラスチック、金属、ガラスの化学的性質にも
とづいて、再利用の方法について表現できる。
（行動観察，提出課題，定期考査）

【学びに向かう力、人間性等】
プラスチック、金属、ガラスの再利用につい
て、意欲的にその方法と必要性について理解し
ようとする。（行動観察，提出課題）

○ ○ ○

12

定期考査 ○ ○

第Ⅳ章　地球や宇宙の科学
第1節　自然景観と自然災害
【知識及び技能】
日本列島と、その付近のプレート
の動きや日本の火山活動や、火山
の噴火と火山の形について理解さ
せる。
火山・地震・気象災害と防災につ
いて理解させる。

【思考力、判断力、表現力等】
日本列島のさまざまな景観は、大
地が変動するはたらきと、大気や
河川、海水などのはたらきによっ
て形成されたものであることを考
察できるようにする。
災害がおこるしくみから、防災の
ためにどのような取り組みが必要
かを考察できるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
火山災害や地震災害、気象災害に
関心を抱き、これらのおこるしく
みや防災について理解しようとす
る態度を育む。


